
 

 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                       

 

 
 

●今月号の主な内容 
11.15 行方不明高齢者探索訓練を実施…１ 

〔活動Ｇ〕11.7-8 小学校・保育園の芋掘り体験をサポー

ト…１ 

11.12 伊深ごはん 「芋」と素材の組み合わせで…２ 

〔トピックス〕 11.3 町文化祭が行われる…２ 

〔協議会の動き〕 11月定例会…２ 

伊深まちづくり協議会ホームページ もご覧ください 

http//ibukamachi.com   または 検索  伊深まち協  2019.12 
NO 76 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当協議会は 11.15（金）、市中部長寿支援セン

ター、市と共催で行方不明高齢者探索模擬訓練を

実施しました。 

これは、今後増えるであろう認知症高齢者等が

行方不明となった場合に、いち早く発見し無事保

護できるよう、地域としての対応力を高めようと

開いたもので、昨年に続き 2回目。今回はモデル

の方（「長寿太郎さん」）に交流センター東の本

郷方面を徘徊してもらい、自分の行先が分からな

くなった長寿太郎さんと出会ったとき、どのよう 

 

 

 

に対応したら

よいか訓練し

てもらいまし

た。この間、畑

で作業中の住

民など約10人

が声かけさ

れ、電話通報 

の訓練も行ってもらいました。交流センター前で

は下校中の小学生とも出会い、あいさつを交わし

ました。児童たちは対応にとまどう様子も見られ

ましたが、先生たちの指導で「こんな人がいた」こ

とを大人に伝えることを学びました。 

実際に対応した方からは、「どのように声かけし

てよいか難しい」「実際の場面では認知症者なのか

不審者なのか判断に困るかもしれない」「体験して

みることで本番のときには落ち着いて対応できる

と思う」などの声が聞かれました。 

▶▶▶  活動グループの動き  ▶▶▶ 

 

 

 

 

「下町おやじの会」（木澤猛代表）では、11.7

（木）、8（金）、伊深小低学年の児童・ほくぶ 

保育園園児のさ

つま芋掘り体験

をサポートしま

した。６月に自

分たちで植えた

苗が育ったもの 

で、同会メンバーが準備した畑に入り、赤く育っ

た芋を素手で掘り起こしました。この芋は学校や

園で焼き芋やおやつの材料として利用されること

になっており、小学校ではさっそく当日持ち帰っ

た芋の土を落とし、乾かしていました。 

11.7（木）、8（金） 小学校・保育園
の芋掘り体験をサポート 

― まち協では絵本「えげんさん」の朗読も 
 

   

伊深 
まちづくり協議会だより 

 

11.15（金）、行方不明高齢者への対応訓練を実施 
－見守りかた・電話通報などを体験 

 

どっちから見えたね？ 
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伊深ごはん研究会（井上美恵子代表）は、11.12

（火）、別所公民館で 11月の調理活動を行いま

した。今回は「里芋コロッケ」、「サツマイモコ

ロッケ」と「芋もち」を作り、どれも見た目は茶 

 

 

 

 

 

 

 

 

色一色でしたが、味はそれぞれに違い、とてもおい

しいものでした。 

このうち、里芋コロッケには鮭ふりかけや鮭フ

レークを入れたところ、鮭と里芋の相性の良さは

ビックリするほどでした。また、サツマイモコロッ

ケにレーズンを入れたものはお菓子風に、ゆで落

花生と胡麻を入れたものはおかず風にと、全く異

なる風合いに仕上がり、参加者から「想像以上でお

もしろい」という声が上がっていました。 

 

 

●●●● トピックス まちの話題から ●●●●  

 

 

 

11.3（日）、町文化祭が行われ、恒例のバザー

や出店、作品展示やステージ発表などでにぎわい

ました。午後からの部では今年度も伊深小全学年

が参加し、ステージを盛り上げてくれました。 

まち協関係では「下町おやじの会」が焼き芋の

販売を行ったほか、ステージ発表の冒頭、絵本「え

げんさん」の朗読を行い、岐阜大学の向井准教授 

による国内外来種「オヤ

ニラミ」の駆除状況報告

もありました。 

 

11 月定例会（ 11.20
（水））のあらまし 

 

●協議：  

１．「高齢者探索模擬訓練」に

ついて 11.15（金）に実施し 

た訓練について関係者から感想を聞き取り、

次回への参考材料とした。 

２．「たのむ輪」活動について 来年度からの

本格実施に向け、連絡員・協力員の補充・変

更を 11月末までに行うことを確認した。 

３．「伊深巡り」について 仮称「標柱スタン

プラリー桜ウォーク」として令和 2年 4月 5

日（日）に実施し、細目を詰めることにした。 

４．「凧あげ大会」について 令和 2年 2月 1日

（土）に実施、今回は手ぶらでも参加できるよ

う貸出用の凧を用意することなどを協議した。 

５．桜並木せん定について 今年度は実施しない

こととした。 

●その他： 

 各種団体からの報告 など 
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協議会 

の動き 

11.12（火）、11 月の活動は「芋」と
素材の組み合わせの妙を実感 

― 伊深ごはん研究会 
 

    
    

11.3（日）、町文化祭が行われる 

― まち協では絵本「えげんさん」の朗読も 

  

 


